
  

 

 

 

 

 

 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校だより 11月号（令和４年 10月 31日発行） 

墨田区立業平小学校 

墨田区業平２-４-８／(03)3625-0331 

105th anniversary 

11 月の 
目標 

●  

●

〇風邪
か ぜ

の予防
よ ぼ う

をしよう（保健） 

〇感謝
かんしゃ

して食
た

べましょう（給食） 

コーヒー豆 校長 伊藤 康次      
 

 「読書の秋」、「スポーツの秋」、「芸術の秋」…昔から

「秋」は何をするにもよい季節と言われてきましたが、

今年は、「秋」を感じ、「秋」を楽しむことも少なく、ま

もなく立冬を迎えます。「小さな秋」ならぬ「短い秋」と

思っているのは、私だけでしょうか。 

 さて、業平小学校の「秋」を語るならば、「本物にふれ

る秋」とでもいえるでしょうか。「独学自修 ９月号」

でも「本物に触れる」ことの大切についてお伝えさせて

いただきました。では、なりっ子達はどんな「本物にふ

れる秋」なのか、少しご紹介。 

 

  
 
 

 

 

□スチールパン・コンサート 

 スチールパンの世界的奏者、「PAN NOTE MAGIC」の

皆様をお招きして、スチールパン・コンサートを２、３

年生が鑑賞しました。透明感あふれるスチールパンの音

色、スチールパンの発祥地トリニダード・トバゴの歴史

にも触れながら、みんなノリノリでした。 

□演劇鑑賞教室 

 民族歌舞団「荒馬座」の皆様による民俗芸能「囃し囃

され芸能広場」を３日間にわたり全学年が鑑賞しまし

た。「エイサー」や運動会でも踊った「花笠おどり」など

日本で古くから守り続けられてきた民俗芸能を堪能し

ました。 

□指揮者体験 

 トリフォニーホールを拠点に世界で活躍する新日本

フィルハーモニー交響楽団の方をお招きし、５年生が指

揮者体験をしました。 

□SDG’s を学ぶ 

 ４年生は、校外学習でパナソニックセンターに行き、

SDG’s について学びました。その後、中央防波堤に行き、

東京のゴミ処理問題の現実を目の当たりにしました。 

□自然がいっぱい「那須甲子移動教室」 

 ５年生は２泊３日の移動教室として、福島県にある那

須甲子青少年自然の家に行きました。豊かな自然にふ

れ、理科で学習した川による浸食、運搬、沈殿作用の実

際を目の当たりにし、教室での学習の理解を深めまし

た。「自分たちのことは自分たちでする！」一回り大き

く成長して、業平小に帰ってきました。 

 

□本物のお囃子めざして 

 ６年生は、音楽会に向けて、そして、開校１０５周

年のお祝いに業平小オリジナルのお囃子をつくり、挑

戦しています。先日は、地域で太鼓を教えてくださっ

ている方をゲストティーチャーとしてお招きし、ご指

導いただきました。叩き方がぐっとかっこよくなりま

した。 

 

 １年生、２年生は、１１月に予定している生活科見

学の計画を立てているところです。どんな「本物」と

出会えるか、今から楽しみです。 

私事で恐縮ですが、私はコーヒーが好きで（特にマ

ンデリンが好きです。）、休みの日には、コーヒー豆の

販売店に行って、豆を買ってきます。このところ、いつ

も同じ豆を買っていたので、たまには違う豆がほしい

とインターネットで調べていたら、我が家の近くに、

とある東南アジアの国のコーヒー豆を専門に扱ってい

るコーヒー屋さんがあることを知り、早速買い物に出

かけました。 

 コーヒー好きを自認している割には、その東南アジ

アの国がコーヒーの産地であることは知らず、勉強不

足でした。一般の店にもそんなに出回ってないのかと

思って、２００グラムほど買って帰りました。このコ

ーヒー屋さんは、実は、学生が経営しており、高校生の

時、学校の交流プログラムでこの国に訪れ、コーヒー

園を見学したことから、日本にもっとこの国のコーヒ

ーを広めたいと思い、店をオープンしたそうです。 

 すっきりとした味わいのコーヒーが気に入り、その

後も何度かお店にお邪魔しました。まだ、店主の方と

「コーヒー談義」するほどの親密な関係は築けてない

のですが、いつか、「なぜその国のコーヒーに興味をも

ったのか」、「どんな思いでお店を開いているのか」イ

ンタビューしてみたいと思います。 

 

 「本物にふれること」…それはその本物に携わる人々

の「生き方にふれること」なのかもしれません。 

 

105 周年記念キャラクター「なりひらいおん」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 日 (火) 放課後（③④） 

２ 日 (水) 音楽会（児童鑑賞日） 

３ 日 (木) 
文化の日 音楽会（保護者鑑賞日） 

音楽会後片付け（⑤６校時） 

４ 日 (金) 振替休業日 

５ 日 (土)  

６ 日 (日)  

７ 日 (月) 

委員会活動（⑤⑥６校時） 

※４年生は 5 時間授業 安全指導 

第２回 i-check 実施日 放課後（⑤⑥） 

８ 日 (火) 
宿泊前健康診断（さ） 生活科見学（①） 

放課後（③④） SC 

９ 日 (水) 
特別支援学級鹿沼移動教室（さ）始 

 

１０ 日 (木) ※すみだいじめ防止の日 SC 

１１ 日 (金) 特別支援学級鹿沼移動教室（さ）終 

１２ 日 (土)  

１３ 日 (日)  

１４ 日 (月) 放課後（⑤⑥） 

１５ 日 (火) 

１６ 日 (水) 放課後子ども教室 

１７ 日 (木) 午前授業（就学時健診のため） SC 

１８ 日 (金) 生活科見学（②） 児童集会 

１９ 日 (土) 

土曜授業 すみだタブレットの日 

薬物乱用防止教室（⑥） 

２０ 日 (日)  

２１ 日 (月) 

２２ 日 (火) 放課後（③④） 

２３ 日 (水) 勤労感謝の日 

２４ 日 (木) 避難訓練 SC 

２５ 日 (金) 
健康委員会発表集会 

コミュニティコンサート 

２６ 日 (土)  

２７ 日 (日)  

２８ 日 (月) 放課後（⑤⑥） 

２９ 日 (火) 
開校１０５周年お祝い集会（２校時） SC 

放課後（③④） 

３０ 日 (水) 
※１～５年生は午前授業 

 

毎月１０日は給食費の引き落とし日です。給食費口座の 

残高状況のご確認と早めの入金をお願いいたします。 

 

○数字は学年を表しています。 

SC･･･スクールカウンセラー来校日 

放課後･･･放課後外遊び 

※予定は変更されることがあります。 

 

11 月の行事予定 お知らせ 

○すみだタブレットの日 
 タブレットを活用した学習をしたり、使い方やル

ールを再度確認したりします。「いつでも、だれで

も」タブレット端末を正しく学習に活用できるよ

う、指導を繰り返しています。使い方については、

年度当初にお配りした「3 つの約束、10 のルール」

をご家庭でも、ぜひご確認ください。 

（次世代教育推進委員会 木口） 

○コミュニティコンサート 

開校１０５周年の記念行事の１つとして、２５

日(金)にコミュニティコンサートを開催します。     

すみだトリフォニーホールを会場に、新日本フィ

ルハーモニー交響楽団の方々のすてきな演奏を、

１～６年生の業平小の全児童とその保護者の方、

さらには地域の方と、みんなで一緒に鑑賞しま

す。なお、既にお便りで連絡しました通り、当日

の下校時刻は通常とは異なりますので、各学年の

学年便りでご確認ください。よろしくお願いいた

します。          （教務部 大澤） 

○開校 105 周年お祝い集会 
「業平小１０５才のお誕生日に、何ができるか

な」と代表委員会が全校に呼びかけ、アイデアを

募りました。そのアイデアをもとに、お祝いの集

会を行うことになりました。各学年で、くす玉や

歴史紹介、クイズなどの出し物を準備します。全

校が一同に集まれない集会ですが、動画や放送を

使って、みんなの思いがつまった集会が成功でき

るよう、全校一丸となって準備を進めています。 

（式典・集会部会 戸部） 

○開校 105 周年式典 
 １２月３日（土）に開校１０５周年式典を行います。

１～５年生は、記念品を受け取り、９：００頃の下校

となります。６年生は式典に参加し、地域の方々や教

職員と一緒に、開校１０５周年をお祝いします。オリ

ジナルのおはやしを披露します。６年生は式典終了後

に下校となります。 

（周年委員会 金城） 

○音楽会のDVD販売 

11 月 3 日（木）の「105 周年記念音楽会」（保護者

鑑賞日）は、感染症対策のために各ご家庭 1 名のみの

鑑賞に限らせていただきます。なお、希望されるご家

庭に DVD・ブルーレイを販売することになりました。

価格は DVD\2,200、ブルーレイ\3,200 です。申し込み

詳細は 10 月 28 日配布のお知らせをご覧ください。                    

（学芸的行事委員会 須田） 

 


